「あなたはきよい」と言われても、「え、それなに？」と思っちゃうあなたのための本
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はじめに
インターネットやスマホのおかげで、旅行はずいぶんと楽になりました。「スマホのない時代はどうやって旅行してたっけ」と思います。スマホのない20年前、海外旅行では必ずと言っていいほど『地球の歩き方』という本を買っていました。地域や街の詳細な地図、注意すべきこと、文化、おすすめのレストラン。旅行前にパラパラと目を通すだけでなんだかワクワクしたのを覚えています。
クリスチャンになった私たちの人生は、信じたその日から旅の始まりです。おいしいレストランのようなお恵み、祝福もあれば、試練といったトラブルも待ち受けていることでしょう。気をつけるべきこと、避けるべきことだってあります。そうして、旅の祝福とゴールをなんとなく肌で感じ、わかっていきます。つまり、クリスチャン人生というこの旅は、「あなたがたは聖なる者でなければならない。わたしが聖だからである」（I ペテロ1:16）とある、聖なる人として罪きよめられ、きれいで、すてきで、喜びと平和に満ちた、キリストに似ていく旅路なのだ、ということがわかるのです。
でも、その「聖」が何なのか、かんたんに書かれたものを見つける機会はあまりないかもしれません。そこで、聖化、きよめへ向かう私たちの旅路を理解できるようにまとめた本を書きました。さすがに『地球の歩き方 〜きよさ編〜』と言えるほどわかりやすくは書けなかったかもしれません。それでも、教会の皆様に聖化のうれしさ、すばらしさをこの本から受け取って、さらにご一緒にクリスチャンの旅を続けていければと願っています。聖なる主の大きなお恵みがありますように！

第1部
きよめとは何ですか？
 
01.　「聖」を知ること
従順な子どもとなり、以前、無知であったときの欲望に従わず、むしろ、あなたがたを召された聖なる方に倣い、あなたがた自身、生活のすべてにおいて聖なる者となりなさい。「あなたがたは聖なる者でなければならない。わたしが聖だからである」と書いてあるからです。
（ペテロの手紙 第一 1章14-16節）
 
 
	ルターの按手礼

宗教改革者のルターがまだ修道士だったときのこと。按手礼を受け司祭となるその日、はじめて聖餐式の奉仕をすることになり、家族が按手を祝うために集まりました。信徒の前に立ち、奉仕を始めるルター。儀式で語られる式文は完全に暗記済み。誇らしくそれを眺める家族。ところが、パンを手に取った瞬間、ルターはガタガタと震え始め、聖餐式の途中で彼は逃げてしまったのです。緊張して頭の中が真っ白になったのか、情けないやつだ。そう家族は思ったことでしょう。ところが、ルターは式文を忘れてしまったのではありませんでした。決してそうではなかったのです。
 
	「聖」とはどういうことなの？

この本では、聖（ホーリネスともいいます）についてお伝えしていきます。私たちの教会では、「我聖なれば、汝らも聖なるべし」と文語で幾度も耳にしたみことばかもしれません。私たちはこの「聖」を受けて、聖なるものとなって生きていこうとしているのです。
これを聞くと私たちは、「ああ、人を傷つけちゃいけないんだ」とか、「性的に汚れてはいけないんだ」とか、「食べ過ぎちゃ、ぜいたくしちゃいけないのかな」と、道徳的な人になることをまず想像します。しかし、「聖」とはもっともっともっと広いテーマです。私たちクリスチャンは聖なるものなので、聖霊に満たされ、神様のために生きようと思い、イエス様に似ていき、結果的に道徳的にもなるのです。ですから、あなたが聖なるものになるというのは、立派な人になるとか、きよい人になるとかいうことよりも、もっと大きなことなのです。
では、「聖」というのはいったい何なのでしょう。その「聖」に私たちがあずかるというのは、どういうことなのでしょう。
 
	「聖」とは、特別なものであるということ

出エジプト記30:34-38に、「聖なる香」の調合についての指示が書かれています。「主はモーセに言われた。『あなたは…調香の技法を凝らして調合された、塩気のある、きよい、聖なる香を作れ。…これは、あなたがたにとって最も聖なるものである。』」主は、ここで不思議なことを命じられます。「その割合で作る香を自分たちのために作ってはならない。それはあなたにとって、主に対して聖なるものである。これと似たものを作って、これを嗅ぐ者は、自分の民の間から断ち切られる。」（37-38節）
つまり、主は、礼拝で使われる香は最高のもので、特別な香りで、だれもがそのにおいを嗅いだら、日常のことではなく、主のことや礼拝のことを思い出すものでなければならない、としたのです。近所のおじさんが自分の香水にその調合を使えば、人がそのにおいを嗅ぐときに、主を思い出すのではなく、つっかけで歩く近所のおじさんのことを考えてしまうことでしょう。そのようなことがあってはいけない、と主は言われたのです。なぜなら、その香は「最も聖なるもの」、最も特別なもの、聖なる目的のために特別に取り分けられたもの。そう、「聖別」されたもの、それが「聖」なるもの、ということなのです。
さあ、ここまで来れば、「聖」というのが、道徳的になることを当然含むけれど、もっと深い意味を持っていることに気づいていただけるのではないでしょうか。
 
	あなたは神の「聖」なるもの

「聖」とは、聖別されているということです。もっと簡単に言えば、特別であるということです。特別に取り分けられた、周りと違うものであるということです。異質であるということです。神様が、私たちキリストを信じた者たちに、「あなたがたは聖なる者でなければならない」と言われたのは、いったいどういうことなのでしょうか。あなたは、この世と調子を合わせて罪に生きていてはいけないのです。この世と調子を合わせて、欲望と肉の思いを人生のゴールに据えてはいけないのです。あなたはもう、そういう古い自分の人生から、取り分けられ、神の国の拡大という目的に生きる、新しい自分に変えられたのです。服装も車も家も髪型もほかの人と何も変わらない、けれども、その存在意義が周りとは異質で、違い、特別な人として聖別されたのが、あなたなのです。人はあなたを見て、世の欲ではなく、神の国を思い出す、そのための、あなたは「神の聖なるもの」（民数記15:40）だからです。
 
	この世と妥協してしまわないで

冒頭で取り上げたルターは、周りの人々を見て緊張して出ていったのではありませんでした。彼は、式の最中に気づいてしまったのです。聖餐式をつかさどる自分の手にのせられたパンは、「これはわたしのからだである」と言われた、聖なる神、イエス・キリストのみからだであって、それが、一介の鉱山労働者の息子である、ひとりの人間の手の上にのせられている、その霊的現実の恐ろしさに震え始めたのでした。緊張、ええ、確かに緊張したのかもしれません。しかし、それは人間を恐れたのではなく、人間とは全く異質で、全く特別で、全くきよい、聖なる神を恐れたのでした。
「あなたがたは聖なる者でなければならない。わたしが聖だからである。」私たちクリスチャンは、これほどの聖なる神様に似せられているのであり、生活のすべてにおいて、これほど世と異なる者となって、世の光となることが求められているのです。クリスチャン、あなたは特別な存在です。あなたは、キリストを信じる信仰によって聖別されたひとりなのです。
 
【ひとこと】
1. 「聖」とはどういうことでしたか？ 別のことばに置き換えてみましょう。
2. 私は聖別された特別な存在だと感じたことはありますか？　もしあれば、それはどんな時でしたか？
3. ルターの姿からあなたはどんなことを感じたでしょうか？
 
【もっと深く知りたい方へ】
民数記15:40、詩篇119:9、ヨハネ15:3、使徒10:15
 
02.　聖化は教会みんなで
汚れた霊（が）…帰って見ると、家は空いていて、掃除されてきちんと片付いています。そこで出かけて行って、自分よりも悪い、七つのほかの霊を連れて来て、入り込んでそこに住みつきます。そうなると、その人の最後の状態は初めよりも悪くなるのです。
（マタイの福音書 12章43〜45節）
 
 
TEDという講演で、ジョハン・ハリという学者が次のような興味深い話をしていました。かつてのベトナム戦争では、従軍した米軍兵士のうち20%が麻薬を常用していたそうです。米国政府は彼らが麻薬中毒者となって帰国することを恐れ、麻薬を常用していた兵士たちの帰国後を調査しました。すると、なんと、彼らの95%が中毒とならず、更生施設もいらず、禁断症状も起こらなかったことがわかったそうです。彼らに共通していたのは、所属するコミュニティがあったことでした。また、かえって孤独を覚える人ほど、何かに中毒になっていることが多いこともわかったのだそうです。
 
	アディクションはコネクション

依存あるいは中毒を、英語では「アディクション」と呼びますが、これが個人に起こるとき、一般的にはその人を隔離し、収容して、孤立化させることが多いようです。しかし、それでは依存は治らない。なぜなら、「アディクションというものはコネクション（つながり）だからだ」とハリ氏は説くのでした。悪いものを断ち切ったとしても、「家が空いてい」ると別のもの、もっと刺激が強く、もっと悪いものを探す傾向が人にはある、と。
彼の説が100%正しいわけではないでしょう。でも、これを聞いて思い当たるふしはだれにでもあるのではないでしょうか。
 
	聖化は教会みんなで

私たちクリスチャンは聖化を求めます。何か自分に問題や悪いこと、罪があれば、私たちはそれが習慣化しないように悔い改め、習慣となっているものがあればきちんと戦っていき、主によって勝利を得ます。
しかし、私たちはどこかで、それを個人で追い求めるようにしつけられてこなかったでしょうか。しつけられなくとも、自分でそう思い込んでいたことは。「山にこもって祈ったらきよめられた」というような特別な恵みもきっとあるのでしょう。しかし、きよめはそうした霊的な奇跡であるとともに、教会という目に見える奇跡の中につながることを通しても起こるのです。
古い自分との戦い、自己中心の肉との戦い、その肉を刺激する悪魔の誘惑との戦い、また、その悪魔が作りあげるシステム、世との戦い、その中で私たちが犯してしまう罪との戦い。私たちは戦いつづけます。私たちは防御しつづけるのです。しかし、それはあなたひとりでかんばるのではありません。教会みんなで戦っていき、教会みんながきよめられていくものなのです。
 
	信仰の大盾

エペソ6章の、神様が教会に与える武具に「信仰の盾」が登場します。「これらすべての上に、信仰の盾を取りなさい。それによって、悪い者が放つ火矢をすべて消すことができます。」（エペソ6:16）これは当時のローマ兵が使っていた盾がモチーフになっていますが、その盾は普通の盾ではありませんでした。人ひとり覆い隠す「大盾」だったのです。ローマ兵はこれを、自分を守るためのものとしませんでした。みんながきちんと集まり、隊列を組んで、壁、屋根のように並べ、大盾で箱を作り、その中に身を隠したのです。
教会できよめを求めるあなたの信仰は、あなたが自分を守るためのものではありません。あなたのきよさ、みんなのきよさが教会として集まって、だれか信仰の弱っているひとりを守る盾の箱となるのです。そして、教会のみんなが教会のみんなを守る盾となり、悪魔の放つ罪と悪の影響を消していくのです。
 
	家に帰って来ましょう

もし、あなたが悪いものに苦しんでおられるなら、自分を脅し、辱め、孤立させても、解決はないと思います。悪いものを切り離して、自分の生活を掃除しても、だれともつながりを持たず、「家が空いてい」るままで寂しさを覚えるなら、余計にひどい、刺激の強い悪と結びついてしまうこともあるのです。
ベトナムから帰還した兵士たちに共通していたのは、家族や教会といった、帰るべきコミュニティがあったということです。孤立してはいけません。教会に帰ってきましょう。また、だれかを孤立させてもいけません。しょっちゅうかまう必要はありませんが、だれかが教会から遠く離れていたとしても、帰って来れるように用意をしておいてあげましょう。
 
【ひとこと】
1.	教会につながることで受けたよい影響は何でしょう。一緒に考えてみましょう。
2.	信仰の大盾を効果的に使うために、クリスチャンがしなくてはならないことは何でしょう？
3.	教会を離れた方が帰ってくるために、私たちにできることはあるでしょうか？
 
【もっと深く知りたい方へ】
創世記2:18、Ⅰペテロ2:11­12、Ⅱペテロ2:20-22
 

第2部
きよめは神様のお恵みです
03.　聖霊のバプテスマ
そこで、私が話し始めると、聖霊が初めに私たちの上に下ったのと同じように、彼らの上に下ったのです。
私は主が、「ヨハネは水でバプテスマを授けたが、あなたがたは聖霊によるバプテスマを授けられる」と言われたことばを思い起こしました。
ですから、神が、私たちが主イエス・キリストを信じたときに私たちに下さったのと同じ賜物を、彼らにもお授けになったのなら、どうして私などが、神がなさることを妨げることができるでしょうか。
（使徒の働き 11章15〜17節）
 
 
あまりお行儀のよいことではありませんからおすすめはしないのですが、アメリカで学んだことのひとつに、ドーナツを牛乳たっぷりのコーヒーに浸して食べることがあります（いったい何を勉強していたのかと言われそうですが…）。ケーキドーナツを2つに割って、その先っぽをちょいちょいとあたたかいコーヒーに浸し、少しふやけたドーナツを口に含む。行儀は悪いのですが、でも、なんとも言えないおいしさがあるものです。
 
	バプテスマは”浸ける”こと

さて、洗礼のことを「バプテスマ」と呼びますが、このことばはギリシア語の「バプティゾー」から来ています。そして、このバプティゾーは、そう、ドーナツをコーヒーに浸すように、「浸ける」という意味があるのです。
洗礼は、小さな日本の教会の礼拝堂の制限ゆえに、あるいは高齢者、病者のために、器を使う滴礼（てきれい）で行われることがあります。滴礼も、イスラエルの民が分かれた紅海の水しぶきの下を渡って古い生活を抜け出たことを思い起こさせますから、すばらしいスタイルです。しかし、それでも川や海、洗礼槽の中の水に浸す浸礼（しんれい）のほうが、主のみわざをより良く味わうことができる洗礼だと思います。なぜなら、バプテスマはバプティゾー（浸ける）が基本の形だからです。
 
	聖霊のバプテスマ

さて、私たちは聖霊のバプテスマということばを聞くことがあります。バプテスマのヨハネは、「私は水でバプテスマを授けていますが、イエス様は聖霊と火でバプテスマを授けられます」と言いました。そのように、聖霊のバプテスマは、イエス様がクリスチャンとなった私たちに与えてくださるものです。
聖霊はよく「下る」と表現されますから、私たちは、それが滴礼のように、サラサラと天からシャワーのように注がれるもののように思うのですが、そうではありません。上から注がれ来る巨大なご聖霊様に、私たちがまるっとバプティゾー、そう、どっぷりと浸けられ、その結果、内側が満たされるのです。手元にあるドーナツを丸ごと大量のコーヒーの中に全部浸して、手を離してしまうように、私たちがまるごと聖霊に浸けられる、それが聖霊のバプテスマなのです。
 
	その結果

その結果、いろいろな体験をする人がいます。聖霊の賜物をはっきりと与えられたり、クリスチャンであることに対してより大胆になったり、やめられなかった罪の習慣が焼却されて灰となって消えてしまったり。しかし、そのすべてに共通することは、人生のすべてをキリストのものと認める、ということです。それが起こると、キリスト者であることを恥じなくなり、かえってキリストと十字架を誇る不思議な心に変えられていくのです。
冒頭の使徒11章で、聖霊が注がれ、聖霊に浸けられた人は、ローマ帝国軍人、異邦人のコルネリウスでした。彼が聖霊を受け、感情に流されることのないはずの軍人が異言を語り、人々の前で賛美をして歌ったというのです（使徒10:46）。
聖霊によるキリストへの熱意は感情を大きく動かしますが、べつに興奮ではありません。熱意と熱狂は違います。コルネリウスの心は、キリスト賛美への熱意をもって内に燃え始めたのです。これは、彼にとって巨大な変化だったはずです。それを聖書は「いのちに至る悔い改め」（使徒11:18）と呼んだのでした。
 
	それは一瞬の出来事

それは、コルネリウスたちが何ヶ月もかけて少しずつ成長していった結果ではありませんでした。一瞬の出来事だったのです。同じように、瞬時に注がれ、瞬時に浸けられ、瞬時に主を恥じなくなる、聖霊による方向転換、大きな変化、成長を、主は私たちにも用意してくださっています。
もしあなたが、まだこの聖霊体験を味わったことがないのであれば、ぜひ、その経験を楽しみにこのクリスチャン人生を前進してまいりましょう。そして、ためらうことなく、主に「聖霊（のバプテスマ）をください」と祈ってまいりましょう。「天の父はご自分に求める者たちに聖霊を与えてくださいます」（ルカ11:13）とあるのですから。神様は、パンや魚をくださいと願う子どもに、石や蛇を手渡す方ではありません。聖霊をくださいと祈るクリスチャンに、悪霊を注ぎ、悪霊の影響下にバプテスマさせる方では決してないのです。
ですから、安心して聖霊を求めてまいりましょう。求めよ、さらば与えられん。ドーナツのように先っぽをちょいちょい、などとケチなことを願うのではなく、どっぷりとキリストの御霊に浸けていただいて、はっきりとした信仰生活の幸せをおいしく味わわせていただきましょう。聖化は「聖」なる「霊」であられる、聖霊なる神様の恵みなのですから。
 
【ひとこと】
使徒1:8は有名な「聖霊があなたがたの上に臨むとき…エルサレム、ユダヤとサマリアの全土、さらに地の果てまで、わたしの証人となります」が書かれているところです。その聖霊は、2:2でエルサレムに、4:31でユダヤに、8:17でサマリアに注がれ、そして、コルネリウスという異邦人（10:44）を皮切りに、全世界にも注がれることとなりました（19:6）。そして、世界の東の果てなる日本の東海地方で聖霊を受けるなら、それはまさに「さらに地の果てまで」のお約束が成就していると言うことができるのです。御霊のきよめ、御霊の力を求めて御霊に浸けられることは、預言の成就、主のみこころです。聖霊を求めてまいりしょう。
 
【もっと深く知りたい方へ】
マタイ3:11、ルカ11:9-13、ガラテヤ3:2
 
04.　聖化とは愛
たとえ私が人の異言や御使いの異言で話しても、愛がなければ、騒がしいどらや、うるさいシンバルと同じです。
たとえ私が預言の賜物を持ち、あらゆる奥義とあらゆる知識に通じていても、たとえ山を動かすほどの完全な信仰を持っていても、愛がないなら、私は無に等しいのです。
たとえ私が持っている物のすべてを分け与えても、たとえ私のからだを引き渡して誇ることになっても、愛がなければ、何の役にも立ちません。
（コリント人への手紙 第一13章1～3節）
 
 
	聖化が引き出しの中に？

もう何十年も前に書かれた証し集を手に取ったことがあります。ほとんどの証しがすばらしいもので、感動させられたり励まされたりする、主をあがめる内容でした。ところが、ひとつだけ不思議な内容のお証しがあったのです。
それは、ある全寮制の神学校で生活していた女子神学生の証しでした。彼女に聖霊の親しいお働きがあり、ああ、自分はきよめられた、という確信に満ちあふれ、彼女は神学校できよめの証しをしたのでした。集会が終わり、みんな一緒に喜んでくれると思っていた彼女のところに、ひとりの先輩神学生がやってきます。この人は何を思ったのか、彼女の部屋の引き出しという引き出しを開け、部屋中をチェックしたのです。検査らしきものが終わって、その先輩はこう言い放ったそうです。「ふーん、あなたがきよめられたというのは、どうやら本当らしいわね。」
聖化の有無を、人を傷つけても確認しようとこの先輩が考えておられたことが、私には驚きでした。この方はきっとすてきな人だったのだと思うのです。しかし、このとき、聖化がいったい何であるのかを忘れてしまったのではないでしょうか。だれかの引き出しの中にキリストを探そうとする、その先輩の中に、このときだけはイエス様のお姿がなかったのですから。
 
	聖化はキリストの愛の現れ

きよめという特別なご聖霊のお働きには、確かに人生の目的の変化が起こりますから、生活も変わってきます。もしも以前の引き出しの中身がひどければ、生活は大きく変わることでしょう。しかし、聖化で本当に変えていただくのは、中身は中身でも、心の中身です。
ある教会では、純潔や罪のきよめについては一切語らず、「聖霊の働きは力だ」とだけ語ります。聖霊が臨むと、癒やしや悪霊の追い出し、生活の祝福が個人に起こる、と。また、別の教会では「聖霊の働きは罪のきよめだ」とだけ語ります。聖霊は私たちの心と行いをきよめ、道徳的で優れた個人へと変えてくれると。
しかし、聖霊の働き、聖化の目的は、個人の力だけでも個人の純潔だけでもありません。聖化、それは、すぐ隣の人との関係において、力に富み、純潔できよく、心やさしく、愛と義に満ちて父なる神に従順であられたイエス・キリストに似る、ということなのです。聖霊の力が注がれたとしても、このキリストの愛が入っていなければ役には立ちませんし、聖霊の純潔が与えられたとしても、愛がなければ冷たく怖い人になるだけです。
 
	イエス様はあなたを愛しておられます

聖霊に満たされて、人は徐々に、またあるいは一瞬にして、きよめの体験をしていきます。しかし、力、賜物、祝福に満ちていながら、キリストに似ておらず、道徳的に道を外れそうなクリスチャンはいないでしょうか。あるいは、純潔でありながら、きつく、冷たく、愛のない人はいないでしょうか。そのどちらも、「キリストに似る」ことから離れてしまったら、本当の聖化からはかけ離れてしまっているのです。聖霊を受けて聖められるとは、キリストの御霊を受けることなのですから。このふたつを切り離してはなりません。
キリストの愛に満たされ、愛の人へと成長させられることこそがきよめです。自分のいのちを焼かれるために引き渡す純潔さも、異言や山を動かす力も、愛がその人のうちに育っていなければ意味をなしません。聖化においてあなたが受けるべきは、道徳や力の前に、まずイエス様の、あの深い愛なのです。
その愛は、十字架のイエス様を源として私たちの心へと流れてきます。罪のさばきを私たちの代わりに受けてくださった十字架からです。その愛を受け取るためには、私たちは、自分たちが神の御怒りによるさばきによって判決を受け、火と硫黄の池に投げ込まれて、第二の死、永遠の苦しみを迎えるはずだったことを思い出さなければなりません。もう「涙を流して求めても、…悔い改めの機会が残」（ヘブル12:17）されていない、という絶望と恐怖しかなかった、罪ある人であったことを認めなくてはならないのです。しかし、キリストは、あなたを永遠の滅びから救いました。ご自分のいのちをあなたに与えてまで、あなたを救いきってくださったのです。どうしてですか。それは、あなたのことを永遠の愛で、深く深く愛しておられるからなのです。
 
さあ、聖化を求めましょう。「聖さを追い求めなさい。聖さがなければ、だれも主を見ることができません。」（ヘブル12:14）真剣に聖霊を求めるのです。自分のために力がもらえるからではありません。自分の理想とする、ただしい人になれるからでもありません。あの十字架につけられたキリストのように、あなたもだれかのために与える愛をいただけるからなのです。
 
【ひとこと】
冒頭のみことばは、愛の賜物のすばらしさを語る「愛の章」の始まりの部分ですが、その直前の内容をご存じですか？  そこには、聖霊の賜物のリストが記されてあり、様々な聖霊の賜物が紹介されています。その最後、「愛の章」の直前には、「よりすぐれた賜物を求めなさい」「はるかにまさる道を示しましょう」と書かれているのです。非日常の聖霊の賜物よりも、日常的に示される「愛」こそが、聖化における一番すぐれている賜物です。聖化を追い求め、さらに愛の人となることを求めてまいりましょう。

【もっと深く知りたい方へ】
エレミヤ31:3、ローマ13:9、ガラテヤ5:22-23
 
05.　聖化はみことばによる
わたしがお願いすることは、あなたが彼らをこの世から取り去ることではなく、悪い者から守ってくださることです。
…真理によって彼らを聖別してください。あなたのみことばは真理です。
（ヨハネの福音書17章15,17節）
 
 
インドのカルカッタで貧者のために働いたローマ・カトリックの修道女マザーテレサが、このようなことばを残しています。「思考に気をつけなさい、それはいつかことばになるから。ことばに気をつけなさい、それはいつか行動になるから。行動に気をつけなさい、それはいつか習慣になるから。習慣に気をつけなさい、それはいつか性格になるから。性格に気をつけなさい、それはいつか運命になるから。」
なるほど、表面的に物事をとりつくろう表向きのことばや行いよりも、その内側にあるところのものの考え方が人の将来に大きな影響を与えていく、というのは本当かもしれません。
 
	聖化はこの世界の中で

私たちは聖化を生涯にわたって求め続けていきます。その、聖なる人へと変えられていくプロセスで大切なのは、表面だけクリスチャンっぽくふるまうことができる演技力ではありません。その心の内側で何を感じ、何を信じ、どのように考え、物事をとらえていくかなのです。人の内面である心、思考、たましいが聖化されていくことで、その枝葉である行動や習慣、人生が本当に変えられていくのですから。
 
では、その内面をどうやったら変えることができるのでしょう？ 外見を変えるのであれば着がえればいいですし、メイク用品を新しくそろえてイメチェンすればいいのです。でも、心を変えるには、何を買いそろえたらよいのでしょう。手足をどう使って、心は着がえればよいのでしょう。私たちに悪い影響を与えるこの世から出ていってしまえばよいのでしょうか。ソロキャンプをしたり、修道院に入って世捨て人になってしまえば、この汚いことを思う心はきれいになるでしょうか。
答えは残念ですが、いいえです。私たちが汚れた心から離れようと人里を離れると、その汚い心とさらに密に2人きりになるだけです。冒頭のみことばにあるように、イエス様は、私たちクリスチャンがこの世から去ることではなく、世の中にあって世の悪影響から守られるように祈ってくださいました。そして、その世の悪影響とは無関係の別の存在に、世の真っただ中でなることを望んでおられるのです。
はやりのファッションがまぶしい世界で、適者生存を唱える進化論者たちと、死んだら終わりだと叫ぶ現世主義者たちと、人間の幸せが一番大事と歌う人間中心主義者たちの、その真ん中に入っていって、彼らとは異なる、特別な存在になることを「聖別」と呼ぶのです。
 
	聖書の真理が私たちを変えていく

その聖別は、あなたの心の中から始まっていきます。そこで、先ほどの質問です。どうやったら、その内面に聖なる変化を与えることができるのでしょう？
イエス様は、人を聖別するものは「真理」だ、とおっしゃいました。本当のこと、と。そして、本当のことを教えてくれるのは、聖書のみことばなのです。私たちがこの世界で活躍しながら、表面でなく、心を変えるためには、聖書のみことばを読んでそれを記憶し、そのみことばを理解し、愛していくことが必要なのです。聖書のみことばを読むとき、人の心が変わります。「神のことばは生きていて、力があり、両刃の剣よりも鋭く、たましいと霊、関節と骨髄を分けるまでに刺し貫き、心の思いやはかりごとを見分けることができます」（ヘブル4:12）とあるように、聖書のみことばが私たちの心の中にあることで、何が良いことで、何が選ぶべきでないことかを、スパッと切り分けて判別させてくださるのです。そうして、私たちの考えはみことばによって聖別されていくのです。
 
カーネーションを色水の入った花瓶に挿すと、花びらの色がゆっくりと色水の色へと変わっていきます。そのように、聖書を読んで心が変わった人の変化は、行動や習慣へと広がって、世に聖なる良い影響とインパクトを与えていくのです。色水につながっていれば、カーネーションがどこに置かれていても、花びらは変わった色のまま。それと同じように、私たちが聖書のみことばにつながっているなら、世の中に大胆に入っていっても、私たちは聖別された世の光となれるのです。そう、聖化はみことばによるのです。
 
【ひとこと】
「この世と調子を合わせてはいけません。むしろ、心を新たにすることで、自分を変えていただきなさい。そうすれば、神のみこころは何か、すなわち、何が良いことで、神に喜ばれ、完全であるのかを見分けるようになります。」（ローマ12:2）この「心を新たにする」の「心」は、聖書がもともと書かれたギリシア語では「ヌース」といい、「思考」や「考え」も意味することばです。聖書を読み、今までの考え方を変えることで、私たちは内側が聖別され、その影響が外へと広がり、「自分を変えていただ」けるのです。なるほど、マザーテレサよろしく、聖書によって思考を変えれば、いつかことばが変わるのです。そして行動が変わり、習慣が変わり、性格が変わり、私たちの存在や将来が変わっていくのですね。

【もっと深く知りたい方へ】
詩篇119:9,105,130、ヘブル6:1
 
06.　試練によってきよく変えられていく私たち
しかし神は、私の行く道を知っておられる。私は試されると、金のようになって出て来る。
（ヨブ記　23章10節）
 
 
	試みを通ると金のようになる

イヤリング、ネックレスなど、いろいろな金のアクセサリーを集めて、ひとかたまりの金にする動画を観たことがあります。ものすごく専門的な機械を使うのかなと思いきや、その金を精錬するプロセスは意外にもシンプルなものでした。それは、使い込まれた耐熱性の鉢のなかに、じゃらりとそれらの貴金属を入れ、私たちがよく見るガスバーナーを取り出し、ゴーッという音とともにアクセサリーをあぶるのです。高熱になったアクセサリーはやがて溶け始め、ひとかたまり液体となります。このプロセスをくり返し、重曹などの薬品につけられ、さらに高熱を加えられると、金は不純物を取り除かれ、純金となって火の中から出てくるのでした。
「私は試されると、金のようになって出て来る」とあるように、聖書は、私たちの心や生き様をこの金に、そして、私たちの人生に起こるさまざまな試練、悩み、苦しみ、悲しくつらい出来事を火にたとえています。そして、私たちは人生の中で試練を通ることで、外見や人の評価などといった私たちの外側ではなく、人間性や愛といった心の内側から、罪や自己中心性や心の醜さといった不純物が取り除かれて、完全に向かって成長していく、と聖書は教えてくれているのです。
 
	聖化は神様からのプレゼント

私たちのきよめは、イエス様を信じたときから、神様からの恵みによって起こります。すばらしい聖霊体験、聖書のみことばからの主の語りかけ、信じられないほど大きな神様の愛に気づくことで、きよい人へと変化、成長させていただくのです。しかし、もうひとつ、試練を通しても、私たちは聖なる人へと変えられていくのです。
「私の兄弟たち。様々な試練にあうときはいつでも、この上もない喜びと思いなさい。あなたがたが知っているとおり、信仰が試されると忍耐が生まれます。その忍耐を完全に働かせなさい。そうすれば、あなたがたは何一つ欠けたところのない、成熟した、完全な者となります。」（ヤコブ1:2-4）
今、トラブルに見舞われている方、いらっしゃるでしょうか。どうやって解決すればいいのかと頭をかきむしり、眠れない方は。きっと、とても苦しいことと思います。火の熱さのような耐え難い苦しみ。でもそれは、私たちを聖なる人に育て、成熟したクリスチャンへと生まれ変わらせるための試練。ですから、自信を持って信仰を告白しましょう。私はこの火を通った後、不純物が消えた純金のようになって出てきます！ と。
 
【ひとこと】
以前、あるドラマで、下肢が不自由で車椅子生活を余儀なくされている男の子の話を観たことがあります。彼が起こした裁判で、被告人側は一方的に正論をぶちまけるのですが、そんな彼らに弁護人は「では、お2人も車椅子に乗り、バスに乗ってこの裁判所まで来てください」と挑戦します。なんだそんなこと、と笑う彼らでしたが、いざ乗ってみると、小さな段ひとつ乗り越えられず、目の前のお手洗いに行きたくても届かない、そうした生活の苦しみに初めて気づくのでした。
私たちは試練が起こってみて初めて、同じ苦しみを通る人の気持ちが分かるものです。苦しみに忍耐した結果、たくさん泣いたことがある人はやさしい人でしょう。汚れが分かる。恥が分かる。裏切られた人の気持ちが分かる。生きる痛みが分かるからです。まさに、患難、忍耐、練達、希望（ローマ5:3-5）そのもの、そして、試練、忍耐、成熟、完全（ヤコブ1-2-4）です。
 
1. 	試練を通ると人はどのように変わりますか。
あなたには苦しみを通してどんな変化が起こりましたか。
2. 試練の最中に将来を喜ぶことは難しいことです。
苦しみの中にある人をどのように励ましてあげられる
でしょう。ことば、行動、そばにいてあげること？
どんな道があるでしょうか。

【もっと深く知りたい方へ】
I ペテロ1:6-7
07.　神様の大きな愛が私たちをきよくする
私たちは愛しています。神がまず私たちを愛してくださったからです。
（ヨハネの手紙 第一　4章19節）
 
 
	牢屋と賛美とパウロとシラス

使徒の働き16章、イエス様を宣べ伝えたことがきっかけで逮捕されたパウロがむちを打たれ、地下牢に入れられるところが出てきます。掘りぬいた洞窟、むき出しの岩肌、地下水をふくんで湿った壁、頑丈で重い扉、足かせ。電気は当然ありません。闇がすべてであるこの牢屋の一番奥に、看守はパウロを閉じ込めました。その牢獄に響くパウロとシラスの祈りと歌声に、囚人は耳を傾け、聞き入っていたのでした。すると突然、全てを揺るがす大地震が起こります。そして、牢の扉が全部、バッと一瞬にして開き、囚人たちの鎖が解けてしまいました。
 
	人の絶望と神の希望

腰に剣を帯びたローマの兵士である看守は、この地震で目を覚まします。扉はすべて開いている。人の声も聞こえない。「逃げられた！」そう思いました。当時は、囚人を逃がすと看守がその刑罰を身代わり負うことになっていましたから、拷問と死刑が彼の脳裏をよぎります。ああ、もう家族には会えない。足元にろうそくの火がともる中、彼は剣をゆっくりと抜きます。しかし、扉から一歩出たパウロは、光に照らされつつ自殺をしようとするこの看守を見つけ、大声で叫びます。「自害してはならない！私たちはみなここにいる！」
看守はその声を聞きました。そして、ズザッとひざまずき、がたがた、ぶるぶると震え始めます。鳥肌が立ち、ことばが出なかったでしょう。それは、自分の力ではどうしようもないとき、自分の力をはるかに超えた神を知るときの人間の姿です。彼は気づきます。すべてが思いどおりになる、変化のない毎日。
けれども、自分のコントロールをはるかに超えた事件が起き、自分のもろさ、弱さ、罪深さに気がつく。絶望とともに剣を首元に当て、限界を感じ、人生をあきらめた彼。しかし、「自害するな。まだまだこれからだ！ あなたには希望がある。あきらめるんじゃない。私たちはみなここにいる。死ぬ理由はない」と、神の声が響いたのです。
 
	神様の愛が人を変える

看守はひざまずきながら、神様の心がこんなにも広いとは知らなかった、と気づくのです。さっき、パウロに、クリスチャンに、むちと暴力を振るい、軽蔑して収監した私はローマ兵だ。しかし、こんな私を神様はあわれみ、助け、生きろ、大丈夫だ、と言ってくださった。
この看守は、2人の手を引き、月と星の光る外に連れ出して、真剣にこの一言を口にします。「救われるためには、何をしなければなりませんか。」パウロは福音を伝えます。「主イエスを信じなさい。そうすれば、あなたは救われる。そして、あなたの家族も。」すると、看守は信じ、すぐに2人をお風呂に入れ、血と汗とほこりまみれの体を洗い、消毒をします。悔い改めを実行したのです。むちと剣を持っていた姿が、謝罪と仕える姿に変えられたのでした。
 
私たちを聖なる人に変え、昔の人生と生き様、行動を変えるのは、私たちの努力ではありません。みじめで視野が狭く、何もわからずに神様にむちを当てる私たちを、それでも愛して、愛して、愛し抜いてくださる、想像できないほど巨大な神様の愛の前に立つとき、私たちの人生は変わっていくのです。
 
【ひとこと】
ある牧師のことばです。「宣教というのは、教理を伝えることではありません。イエス様を伝えることなのです。伝道というのは、私たちの立派さを伝えることではありません。そんなことをすれば『へ〜、すごいね』で終わってしまうでしょう。でも、私たちの弱さ、みじめさに働かれるイエス様のすばらしさを伝えること、それが伝道なのです。」
 
1. 看守が受け取った、理屈ではない神様の大きな愛はどういうものでしたか。
2. 「私も神様に愛されている。」今日、そう宣言することはできますか。それともちょっと難しいですか。
3. （難しいと思われた方へ）「愛されているから、私は変わる」と心に受け止め、次の聖句を声に出して読んでみましょう。「わたしの目には、あなたは高価で尊い。わたしはあなたを愛している。」（イザヤ43:4）

【もっと深く知りたい方へ】
使徒16:24-34
 

第3部
きよめは神様への私たちの応答です
08.　御国への歩み
サウルとその兵たちは、アガグと、肥えた羊や牛の最も良いもの、子羊とすべての最も良いものを惜しんで、これらを聖絶しようとしなかった。ただ、つまらない値打ちのないものだけを聖絶したのである。
（サムエル記 第一 15章9節）
 
 
	アマレクを聖絶しなかったサウル王

イスラエル最初の王となったサウル王は、イスラエルを地上から消してメシアの希望の芽を摘もうとしたペリシテやアマレクなど、周辺諸国との激しい戦いに召された王でした。その戦いの中で、主はサウルにひとつの命令を下します。それは、アマレクを討ち、そのすべてを人から動物に至るまで、徹底的に滅ぼし尽くすように、という命令でした。
サウルは兵を整え、アマレク討伐に出かけていきます。しかし、アマレクの王アガグを生け捕りにし、主がお命じになった聖絶もほとんど終わろうとしたそのとき、サウル王は「アガグと、肥えた羊や牛の最も良いもの、子羊とすべての最も良いものを惜しんで、これらを聖絶しようとしなかった」のでした。労働力として役立ち、またおいしそうで、売れば相当な額となり、持っているだけでステータスを約束してくれる動物たち。また、生かしておけば政治的かけひきのカードとなり、揺するたびに打ち出の小槌のように、どれだけでも利益を生じるアマレクの王。サウル王は、これらが神の敵であり、メシア預言の妨げとなることを知りながら、自分の利益のためにこれらを聖絶することを惜しんだのです。主はこの決断にがっかりされ、そして、サウルを王位から降ろすことを決意されたのでした。
 
	きよくなければならない私たち

私たちの究極的なゴールは、この世の富、地位、名誉、快楽ではありません。神の国、新天新地です。そして主は、「勝利を得る者は、これらのものを相続する。わたしは彼の神となり、彼はわたしの子となる。しかし、臆病な者、不信仰な者、忌まわしい者、人を殺す者、淫らなことを行う者、魔術を行う者、偶像を拝む者、すべて偽りを言う者たちが受ける分は、火と硫⻩の燃える池の中にある。これが第二の死である」（黙示録21:7-8）と言われるのです。
「あなたがたは、聖なる者でなければならない。わたしが聖だからである」（Ⅰペテロ1:16）と言われる主は、「聖くなければ、だれも主を見ることができません」（ヘブル12:14）と語られます。そして、「神のみこころは、あなたがたが聖なる者となることです」（Ⅰテサロニケ4:3）から、私たちは、「恐れおののいて自分の救いの達成に努め」（ピリピ2:12）、「聖さを全うしよう」（Ⅱコリント7:1）と、勝利者として生きていくのです。
 
	地獄を知ることの大切さ

間違えないようにしましょう。クリスチャンは恵みに満たされた人生を送ります。いつも喜んでよいのです。大笑いしますし、幸せでいいのです。祝福を心いっぱい楽しみ、賛美して生きていくものです。しかし、キリスト教から地獄を消してはいけません。自分がどこから救われたのか、そして、人々はどこに行ってはならないのか、これを覚えていなくてはなりません。
ですから、罪の誘惑に悩む人よ、思い出しましょう。あなたは勝利者であり、その資格をみすみす投げ捨てるような真似をしてはいけない、ということを。罪を犯しているなら、1秒でも早く、今、この瞬間に心から悔い改め、新しい人生を生きていくのです。罪は聖絶するのです。生かしておいてはいけません。すべて捨て、すべて滅ぼすのです。惜しんではいけません。惜しんだサウルの最期はどうなったでしょうか。
 
	聖絶を惜しんだ剣がサウルを襲う

サウル王の最期を伝えようと、ダビデのもとにひとりの男が走ってきます。そして、こう伝えたのです。「私は近寄って、あの方を殺しました。」（Ⅱサムエル1:10）サウル王を殺したこの人物がだれかわかりますか。「ダビデは自分に報告したその若い者に言った。『おまえはどこの者か。』彼は言った。『私はアマレク人で、寄留者の子です。』」（13節）サウルを殺した男、それは、あの、サウル王が聖絶しなかったアマレク人だったのです。サウル王は聖絶を惜しんだ剣で死んだのです。サウルよ、どうして惜しんだのだ、思いきって聖絶すべきだったのに、とあなたは言うかもしれません。しかし、あなたも罪を悔い改めることを惜しんでそのままにしているなら、その罪があなたに刃を向けるのです。
悔い改めましょう。不信仰であっても、姦淫であっても、憎しみであっても、偶像礼拝であっても、罪は残らず思いきって聖絶してしまうのです。
 
【ひとこと】
北極のイヌイットたちは、鋭い剣を動物の血に浸けて凍らせ、逆さまに地面に刺しておくのだそうです。すると狼がその血の氷をなめに来るのですが、なめているうちに剣の刃をなめ、自分の舌から血が出ていることに気づかずなめ続け、出血が多量になって弱ったところをしとめられてしまうのです。私たちも、悪魔が備えた罪を悔い改めず、親しみつづけるのであれば、信仰的にも霊的にも弱っていくことでしょう。その先にキリスト信仰を離れるようなことがある、というのは簡単に想像できることです。

【もっと深く知りたい方へ】
ヘブル12:15-17
09.　救いからはじまる聖化
聖霊によるのでなければ、だれも『イエスは主です』と言うことはできません。
（コリント人への手紙 第一 12章3節）
 
 
	回心した私たち

私たちはクリスチャンになりました。ある人はその日その時間まで思い出せるような、はっきりとした経験があるでしょうし、ある人はクリスチャン家庭に生まれ育ち、聖書の価値観を常に抱いて歩んだ結果、人生観が大逆転したとは思えない形で救いに導かれたかもしれません。しかし、どちらも共通の霊的に新しく生まれることを体験しているのです。それは、回心です。生き様、習慣、価値観、人生が大きく変わった人もそのままの人も、どちらも救いにおいて、悔い改め、回心をしているのです。
回心とは、人生の主人がもはや、罪人である自分ではなく、主イエス・キリストになったということです。人生のすべてを家にたとえるのであれば、以前はあなたの持ち家、あなたが家の主人、あなた名義の家であったのを、キリストに明け渡して、キリスト名義にしたということです。というわけで、キリストはその家を好きなようにリフォームしてよいでしょうか。してよいのです。キリストはその家を自分の望む目的に使ってよいのでしょうか。もちろんよいのです。そのオーナーはもうキリストになったのですから。クリスチャンになるとは、「イエスは主である」と告白し、そのように主に導かれて生きることをいうのです。
私たちは自分の罪を憎んだ者、この荒ぶる人生の手綱を救い主にお渡しした者なのです。昔の教会では、イエス様に降参するとよく言いました。そのように、降参して人生の主導権を主にお渡しし、聖書の「おことばどおり、この身になりますように」（ルカ1:38）と歩むことが、回心したということなのです。それが、救われた、クリスチャンのひとりになったということですし、そして、聖化のスタートラインに立ったということなのです。
 
	新しい人生、聖化の始まり

その結果私たちは、昔は持っていなかった、キリストを喜ばせたいという願いを人生に持つようになりました。もちろん、わからないことは多く、失敗することもあれば、主に逆らう決断を下してしまったり、不信仰に陥ったり、イエス様を見て見ぬふりをしてしまうことまであるかもしれません。しかし、クリスチャンになってから、何か新しいものが始まったのです。それが聖化の始まりなのです。この人生を通してイエス様を喜ばせたい、そのような人間でありたい、と願う人生の始まりです。
 
	聖化とは大いなる変化の始まり

でも、それは明るいことばかりではありません。楽しいこと、うれしいことは山ほどありますが、同時につらいことの始まりでもあるのです。私たちが救われると、今までは何とも思っていなかった罪に対して、罪悪感、嫌悪感が生まれ始め、苦しみ悩むことが起こります。人を傷つける方向に進んでも痛くもかゆくもなかった私たちが、突然、人を傷つける自分を情けなく、みじめに思うようになります。罪ということの恐ろしさに気づき始めたからです。聖化はそこに始まっているのです。
また、これまでのこの世の価値観、拝金教、物質主義、出世教にうっとりしていた人生を、時間の無駄で価値のないものと思うようになりますから、あなたの救われる前を知っている人との間に摩擦が起こるようになるでしょう。もしかすると、ひとりぼっちになってしまうかもしれません。救われる、それは大いなる変化の始まりなのです。そしてそれも、あなたのきよめが救いとともに始まったということをあらわしているのです。
 
	完全な聖化を体験するまで、進んでいきましょう

私たちクリスチャンの生涯は、きよめの生涯です。それは、救いからすでにスタートしたのです。そしていつか、あなたの人生の権利証書を「全部キリストのものです」と、全存在を主に明け渡す完全な勝利の時、主が用意くださる、決定的なきよめの体験を瞬間的に味わうことでしょう。その時まで、ご聖霊の助けによって、悔い改めと明け渡しを続けてまいりましょう。
眠いな。この⻑距離を運転していく自信がないな。車のハンドルを握りながらそう思うときに、隣にプロのレースドライバーが乗っていたら、なんと心強いことでしょう。その人にハンドルを任せるときの安心感はたとえようもないものではないでしょうか。そのように明け渡すきよめ、その人生はすでにあなたの中に始まっているのです。
 
【ひとこと】
1.	あなたが救われたとき、あなたが体験し
た変化は何かありましたか。小さなこと
でかまいません。思い返してみましょう。
2.	その回心において始まったきよめの経験（初時的聖化といいます）は今も続いていますか。
3.	聖霊体験は私たちのクリスチャン人生にどんな良い影響を及ぼすでしょうか。周りの人の意見を聞いてみましょう。

【もっと深く知りたい方へ】
「見よ、わたしは戸の外に立ってたたいている。だれでも、わたしの声を聞いて戸を開けるなら、わたしはその人のところに入って彼とともに食事をし、彼もわたしとともに食事をする。」（黙示録3:20）
 
10.　さらにこれから
私たちはみな、覆いを取り除かれた顔に、鏡のように主の栄光を映しつつ、栄光から栄光へと、主と同じかたちに姿を変えられていきます。これはまさに、御霊なる主の働きによるのです。
（コリント人への手紙 第二 3章18節）
 
 
	さらなる高みを目指して

スピードスケートのオリンピック金メダリスト小平奈緒選手が、ある大会で銅メダルに終わりました。「3位入賞か。すごいじゃないか。」私たちはそう思うのですが、彼女にとってはそうではありませんでした。なんと彼女はこのとき国内外で23連勝中で、3位はもちろん、2位に終わることさえ普通ではなかったのです。いったい彼女に何があったのでしょう？
それは、隣のレーンを滑るライバル選手が2度のフライングで失格となり、小平選手はたった1人で500mを滑らなくてはならなかったのでした。当然、タイムは伸びません。目指すタイムへは遠く届かないまま、彼女はレースを終えたのでした。「まさか1人で滑るとは思ってないし…。やはりスケートは競い合ってタイムを出す競技だと感じた。」小平選手はインタビューでそう語ったのでした。
信仰生活もこれに似ています。本来到達すべき高みがあるにもかかわらず、聖書も読まず、キリストと交わらず、信仰のコミュニティから遠く離れて1人で走るなら、私たちはタイムを出せなかったスケート選手のように、目指すきよさがわからないままになってしまうでしょう。そして、いい加減なクリスチャン生活のままで満足してしまうかもしれません。
クリスチャンというものは、信仰を持って生活をしていくと、神様のご要求が今の自分の姿よりももっと高いものであることに気がつくものです。神様に逆らうこと、熱くも冷たくもない生ぬるい人生を送ること、古い欲望に引きずられてしまうこと、そうしたことが「仕方ない」ことではなく、乗り越えていくべきものであるときちんと認めることができるようになってはじめて、その高みへと登り始めるのです。
 
	工事中

なるほど、それはある人たちがたとえるように、工事中のようなものなのかもしれません。完全な栄光に満ちた姿へ進んでいくこのクリスチャン生涯なのですから。しかし、それはキリストを信じた時から変わらないままの平行線で、突然キリストの再臨とともに完全へと引き上げられるグラフではありません。遅々として何も進まない工事が、再臨で突然完成するなどと思ってはなりません。そんな「工事中」は、きよさを望まない人のただの言い訳です。
恵みによって救われた者の歩みは、いつも聖なるイエス様の姿を目指して登っていく折れ線グラフです。浮き沈みはあるかもしれません。しかし、高き嶺を目指して、私たちは聖化の道を栄光から栄光へと登っていくのです。私は工事中だから、どうせこの地上では完成しないんだからこのままでいい、というのは悲しい信仰ではないでしょうか。
「それでは、どのように言うべきでしょうか。恵みが増し加わるために、私たちは罪にとどまるべきでしょうか。決してそんなことはありません。罪に対して死んだ私たちが、どうしてなおも罪のうちに生きていられるでしょうか。」（ローマ6:1-2）みことばがこう語るように、私たちは罪をやめ、悔い改めて、罪から離れていきます。言うなれば、罪の「断・捨・離」を続けていくのです。それはいつまでも続く、聖化への上り坂なのかもしれません。それでも、私たちは進んでいきます。
 
	成⻑

それは、成⻑を続けていく赤ちゃんのようです。キリストに似ていく成⻑、それが、救いとともに聖化を始めた私たちがたどるべきプロセスなのです。「ですから、あなたがたの天の父が完全であるように、完全でありなさい」（マタイ5:48）の「完全」を表すギリシア語の「テレイオス」は、完全に成⻑した状態、「成熟」を表すことばです。私たちは、成熟に向けて聖化の成⻑をしていくのです。そして、その成⻑は「まさに、御霊なる主の働きによるのです。」
ここで満足することはありません。あなたの前を滑っていくスケート選手を目指すように、行くべき模範を示すキリストについていきましょう。「キリストも…その足跡に従うようにと、あなたがたに模範を残された」（Ⅰペテロ2:21）のです。
たとえ自分の姿がみじめに映るような時があっても、絶望してはいけません。さらにこれから、どんどんきよく変えられていけばよいのです。「自分がすでに捕らえたなどと考え」（ピリピ3:13）ないで、「捕らえようとして追求し」（12節）、「うしろのものを忘れ、前のものに向かって身を伸ばし」（13節）ていきましょう。「私たちは到達したところを基準にして進むべき」（16節）なのですから。
 
【ひとこと】
「♪ああベツレヘムよ、などかーひとりー」で知られる新聖歌84番『ああベツレヘムよ』の作者、フィリップス・ブルックス氏は、米国ボストンの教会の牧師でした。彼は超多忙であったのにもかかわらず、どんな人に対してもリラックスしていて、彼を必要とする人には時間をたっぷり使う人だったそうです。ブルックス師が召される少し前、友人がその力と落ち着きの秘訣を尋ねると、彼は、今なお成⻑し続けるキリストとの関係なんですよ、と温かく答え、こう話したのでした。「主を思えば思うほど、今までなかったような平安と満足が与えられるのです。キリストが私を知り、私がキリストを知る、その関係は日ごとにますます現実的で、深い人格的な交わりに成⻑しているのです。きっと、その毎日が、何年もかけて私を成⻑させていて、だれかを驚かせているのかもしれませんね。」

【もっと深く知りたい方へ】
「上にあるものを求めなさい。」（コロサイ3:1）
「新しい人は…新しくされ続け、真の知識に至ります。」（コロサイ3:10）
「私は、すでに得たのでもなく、すでに完全にされているのでもありません。ただ捕らえようとして追求しているのです。」（ピリピ3:12）
 
11.　きよめは祝福のため
あなたがたは聖なる者とならなければならない。
わたしが聖だからである。
（レビ記 11章45節）
 
 
	手の消毒の大切さ

今から150年ほど前のこと、医師でゼンメルワイスという人がいました。この人は出産の傷から化膿して起こる病気、産褥熱（さんじょくねつ）を防ぐために、医師や看護師が手の消毒をすればいいということを証明した人でした。今では当たり前のことですが、当時のウィーンではそうではありませんでした。彼が医師たちに手の消毒を義務づけたところ、産褥熱による死亡率がなんと13％から2.38%に、のちには0.85%にまで下がったのです。
ところが、別の説を定説としていた時の医学界は、この結果を決して認めようとしませんでした。また、自分たちの手は汚れていないと言って、なんとゼンメルワイスの説を退け、手の消毒をしないまま処置を続けて、多くの産婦が命を落としてしまったのです。感染が病原菌によって起こることが発見され、手を洗うことで病原菌を落とせることが知れわたったのは、ゼンメルワイスが亡くなった後でした。
 
	律法と公衆衛生

守山一麦教会の山内とく子先生が書かれたもので、レビ記に記されている律法は公衆衛生のためであったことが丁寧に記されている論文があります。それによると、古代エジプトにおける健康上の問題の原因は、結核や家畜からうつる伝染病が多く、子どもの死因のほとんどが赤痢、チフスなどの病気であったことがわかっているそうです。
しかし、イスラエル民族は彼らとは違う生活を送っていました。それは、レビ記13章以降に皮膚疾患、泌尿器疾患についてや、姦淫の禁止などが述べられ、流水によってからだを清め、洗濯をして衛生状態を維持することが命じられていたからでした。また、レビ族を立てることで、医療専門職確保、常時監視、公衆衛生組織を形成することなど、エジプトなどの文明国にもなかった近代的な公衆衛生学の基本が書かれていたからでした。感染者隔離、衛生思想普及、食事、生活の禁忌事項設定。イスラエルが聖なる民としてこの律法を文字どおり守れば、イスラエルは健康でいられたのでした。
 
	きよめは私たちのためでもある

でもよく考えてみてください。つい150年前でも、見えない病原菌を洗い流すことの意味が疑われ、反対されたのです。このレビ記が書かれた時代に、いったい、手洗いや水浴びの意味を理解した人がいたでしょうか。しかし、わからずとも律法に従う、聖でありつづけたことで、霊的だけでなく、公衆衛生的にもイスラエルは祝され、人口は増え、健康で幸せな生涯を送り、長寿を全うすることができたのです。
これがわかると、「我聖なれば、汝らも聖なるべし」と言われた神様の御思いが、イスラエルの祝福を求めた愛であったことがわかります。
 
ほかの民とは違うものとなる聖。ほかの民が笑い、当時の科学も理解できなかったみことばに、自分たちさえなぜ従うのかわからずに従ったイスラエル。きっと、周辺諸国は不思議に思ったことでしょう。病原菌を避けたり洗い流したりしているなどとは夢にも思わないのですから。しかし、イスラエルはみことばに忠実に従い、聖でありさえすれば、健康も、平安も、祝福も与えられたのです。
きっとこれは、今の時代にも当てはまることでしょう。旧新訳聖書に記されている主のみことばに忠実に従うとき、今の科学や思想ではなぜかはわからずとも、病気や貧困が予防され、信仰さえも祝されていく。そうした祝福は今もあるのです。「汚れた者は、ますます汚れた者とならせなさい。正しい者には、ますます正しいことを行わせ、聖なる者は、ますます聖なる者とならせなさい。」（黙示録22:11）さあ、このみことばは、今、どんなふうに響くでしょうか。怖く、きびしい命令に聞こえていたかもしれないこのみことばは、私たちクリスチャンに対する愛にいっぱいに満ちた、神様の心からの願いに聞こえてこないでしょうか。
私たちクリスチャンは、律法に縛られるものではありません。しかし、聖なる者として、ますますきよく変えられていくのです。そして、その聖化、その成長は、私たちの祝福にもつながっていることを忘れないでいましょう。
 
【ひとこと】
新型コロナウイルスの世界的な流行で、石鹸を使った手洗い、うがい、アルコール消毒が、感染症予防には有効だということが身に染みてよくわかりました。あまり神経質になって心の調子を崩してしまうのはいけませんが、調理や食事の前、咳やくしゃみ、トイレの後、帰宅後、動物に触れた後、石鹸で丁寧に手を洗うことは大切ですね。

【もっと深く知りたい方へ】
出エジプト28:36、ローマ7:12、エペソ5:26、Ⅰテサロニケ5:23
 
12.　聖化とは悔い改めの生涯を送ること
盗みをしている者は、もう盗んではいけません。むしろ、困っている人に分け与えるため、自分の手で正しい仕事をし、労苦して働きなさい。
悪いことばを、いっさい口から出してはいけません。むしろ、必要なときに、人の成長に役立つことばを語り、聞く人に恵みを与えなさい。
（エペソ人への手紙 4章28-29節）
 
 
	「私」を変えたいとき

自分を変えたい、そんなふうに思うことはありませんか。そんなとき、何をするでしょう。部屋を片づけたり、髪型を変えてみたり、いつもと違う自分になれるかなと普段身につけないアクセサリーに手を伸ばしたり、いろいろなことをして違う自分になろうとします。しかし、聖書では、新しい自分になりたいのなら努力するのではなく、悔い改めるように教えています。
 
	「悔い」と「改め」でワンセット

悔い改めと聞くと、「ごめんなさい。もうやりませんから」と祈ることだと思っていないでしょうか。いえ、それは悔い改めの、まだ前半。「悔い」の部分です。悔い改めには、後半に「改め」なる部分がくっついています。悔い改めは、「ごめんなさい」はもちろん、では、「これからはこうしよう」という、新しい思いと行いのことなのです。
 
	Uターンはどうだろう

冒頭の聖書の箇所には、「盗みをしている者は、もう盗んではいけません。むしろ、困っている人に分け与えるため、自分の手で正しい仕事をし、労苦して働きなさい」とありました。
あなたがもし小さな子どものいる親であったとして、その子が何やら悪いことに手を出してしまったことがわかったら、「そんなことをしてはいけません」と言うことでしょう。そして、大体の場合、それでお説教はおしまいです。
聖書も同じです。父なる神様はここで、「盗んではいけません」と教えます。なるほど、親の小言と一緒だな。しかし、それはまだ前半のお話。ここでは終わりません。主は「むしろ、困っている人に分け与えるため、自分の手で正しい仕事をし、労苦して働きなさい」と、新鮮な考え方と行動を提示してくださるのです。
 
人から「くれ」「～してくれ」と盗む生活を、「あげる」「〜してあげる」と、矢印の向きを180度変えてしまうことが肝心なのです。Uターンすることが。もちろん、何もないふところから人に配ることはできません。だから、配るためのものを蓄えるためにきちんと仕事をしよう、と主は言われるのです。人は、そんな生き方をしているうちに、盗むことなど考えなくなってしまいます。
 
	「もう、やりません」だけでは何も変わらない

私たちも、新しくなりたいと思ったら、「もうしない」と心に決めるだけでなく、そこで終わらず、斬新な考え方で「むしろこうしてみよう」と、昔の自分を塗り直してみることが必要です。
嘘をつきたくない。それが変わりたいことであるなら、本当の気持ちをうまく伝える練習をすることです。「ご意向に添えず申し訳ありませんが…」や「せっかくお声をかけていただいたのですが…・」などのクッション・ワードを覚えれば、人を傷つけずに真実を伝えやすくなります。
陰口はもうやめたい。そう思うのであれば、冒頭のみことばの続きを読んでみましょう。「悪いことばを、いっさい口から出してはいけません。むしろ、必要なときに、人の成長に役立つことばを語り、聞く人に恵みを与えなさい。」あなたのことばを聞くと人が成長する。そんなことばを語り、教育者へと成長していくのです。あなたのことばを聞くと人が恵まれる。そんな人を癒やすやさしい知恵者になることを目指すのです。そんなふうに一生懸命になっているうちに、嘘も陰口もあなたとは無縁になっていきますから。
それこそが悔い改めなのです。悲しいかな、人は「もう、やりませんから」では変われません。けれど、悪い方向へ進んでいたその勢いのまま、Uターンして、新しい人生へ進んでいく。その先に、新しい自分が、きよい自分が待っているのです。
 
【ひとこと】
ブラジルの飛行機がスペインの山に墜落しました。大勢が亡くなったその事故で、機内に残ったブラックボックスのテープを聴いてみると、高度が低すぎることに気づいた飛行機の警告システムが、くり返し「上昇せよ」と警告していたのです。しかし、あろうことかパイロットは「うるさい」とスイッチを切り、警告を消してしまいました。その結果、飛行機は墜落してしまったのです。
私たちの良心も、みことばも、説教も、教会の皆さんも、私たちが道を外すとき、警告をしてくれます。その声が聞こえたら、「ごめんなさい」で終わらずに、大きく向きを変えて、愛する人生へ、やさしい人生へと高度を上げていきましょう。向きを変えるその悔い改めこそが聖化の人生なのですから。

【もっと深く知りたい方へ】
申命記1:7、ヨハネ3:3 、Ⅱコリント5:17、ヘブル9:14
 
13.　聖化はショーではない
彼らがしている行いはすべて人に見せるためです。
（マタイの福音書 23章5節）
 
 
この本では聖化について学んでいますが、聖なる人として生きていくうえで肝心なのは、人に見せるためにきよい姿を演じるのではないということです。私たちは、教会の人に認められたらきよくなれるのではありません。見える外側からではなく、内側から聖なる人に変えられていくことが大切なのですし、「人はうわべを見るが、主は心を見る」（Iサムエル16:7）とあるように、見た目に出てこない部分を知っておられるイエス様が、私たちのきよさを喜んでくださることが、何よりも大事なのです。
 
	だれも見ていないところが大切

私を育ててくださった先生の1人が、様々な場所を回るたびに口酸っぱく教えてくださったことは、「ステージの上でクリスチャンらしい働きができたかはどうでもいい。大切なのは、お前が舞台を降りた後、控室で人をどう扱い、宿泊している部屋で何をしているのかなのだ」ということでした。スポットライトが当たる、人が見ているところで聖なる人を演じることは、意味のないことなのです。私たちが、だれも見ていないところ、神様と2人きりの場所でどうふるまっているか、それがホーリネスであり、きよめなのです。
 
	人が見ていたら善行をしようと思った偽善者たち

ところが、冒頭のみことばで取り扱われたパリサイ人たちは、人前できよくふるまっているだけで、それは舞台で聖なる役を演じる役者にすぎなかったことが、イエス様に見ぬかれていました。マタイ6章には、その具体的な姿が記されています。
彼らは、ボランティアや奉仕、献金をするときには「人にほめてもらおうと会堂や通り」という、大勢の人が集まる場所と時間を見定めていました。そのように、善行をする自分を見てください！ とアピールする姿を、イエス様は「自分の前でらっぱを吹く」と表現されたのです。そして、だれかのためにしているふりをしながら、自分に名誉というリターンが最大限にあるよう狙っていた彼らに、「偽善者」という名前をおつけになったのでした。
 
	仮面をつけて舞台へ￼[image: グループ 図 107 テキスト ボックス 108]

「偽善者」ということばは、聖書のギリシャ語では「ヒュポクリテース」と言い、もともとは「舞台俳優」を表すことばでした。それもただの俳優ではなく、仮面をつけて舞台に登り、役を演じる役者のことでした。普段はきよくもなんともないのに、自分にスポットが当たる舞台に登るや、だれか別の人の顔である仮面をつけて、自分の姿ではない、きよいだれかを演じ始める人のことを、イエス様は、偽善者、ヒュポクリテースと呼んだのでした。
 
	私たちも弱い者

とはいえ、できもしないご奉仕を人前に誇りたくなるのが、私も含めて人間というものです。だれも見ていなくてもよいのに、人から認められないと寂しく思ってしまう。ただ「隠れたところで見ておられる私たちの父」なる神様がご存じであればそれでよいのに、人にも知ってもらいたいと思う。自己アピールなんてしたって何も得るところはありませんし、キリストの栄光は現れないのに、いつの間にか私たちはクリスチャン生活をショーに変えてしまう。それが、私たち罪のある人間の姿です。
でも、大切なことは、そこで「ああ、俺も偽善者だ」「私も偽善者だわ」と気づいて、マスクを取って、すぐに悔い改めることなのです。イエス様は偽善がお嫌いな方。聖なる人を演じてほめられようとした生き方を改めながら、歩んでまいりましょう。もちろん、だからと言って、わざと不良のようにふるまう必要はありません。きよく変えられつつある、普段のクリスチャンらしいあなたの姿が一番良いのです。
外側が「白く塗った壁」のように飾られていて、内側が汚れているよりも、内側が聖なる人として成長し続け、そのクリスチャンらしさが外側にこぼれ出していることのほうがすばらしいことではないでしょうか。これからもますます、内から外へ、聖なるものへと成長していくことを求めてまいりましょう。
 
【ひとこと】
「らっぱを吹」いて善行をせず、施しは隠れたところで行いなさい、と主は言われてから、こんなやさしいおことばをかけてくださいました。「そうすれば、隠れたところで見ておられるあなたの父が、あなたに報いてくださいます。」私たちは、神様というお方は、バチを当てようと、私たちの失敗や悪いことを隠れたところで数えていると思ってしまいます。けれども、父なる神様は、隠れたところであなたのする善行を見ていてくださっているのです。あなたがだれにも気づかれずにした教会奉仕、善行、献金、募金、ボランティア活動すべて、人に話す必要はありません。神様はちゃんとご存じなのですから。

【もっと深く知りたい方へ】
マタイ6:1-6、ルカ17:7-10
14.　聖化はキリスト化
キリストにこの望みを置いている者はみな、キリストが清い方であるように、自分を清くします。
（ヨハネの手紙 第一 3章3節）
 
 
東京ディズニーランドに車で出かけたとしましょう。ふと見ると、ミッキーの帽子をかぶって道端でキャッキャと喜んでいる家族がいます。「何をしてらっしゃるんですか？」と立ち止まってあなたが尋ねると、彼らはうれしそうに、そこに立つ標識を指差してこう言うのです。「『東京ディズニーランドまであと30km』の標識についにたどり着いたんです。ディズニーランドに到着したんです！」あなたは言うことでしょう。「ディズニーランドはまだまだ先ですよ。そして、ここはあなたがたが目指すゴールではありませんよ。目指すなら標識ではなく、本物を目指しましょう。」
 
	聖霊が肉の欲に勝ってくださる

私たちはきよめを求めて信仰生活を進んでいきます。みことばを蓄え、教会に集い、祈り、聖霊によって歩み、神様の助けを信じながら、罪をふり捨てて前進を続けていきます。前よりももっとやさしい人に、以前よりももっと愛にあふれた人に、昔よりももっと勇気がある人に、聖書に記されていることに妥協しない人に、もっときよい人になりたい、と願って生きていきます。
私たちの中には「肉」と呼ばれる、生まれつき罪が染み込んだ自分中心の思いと、イエス様を信じて救われてから与えられた、「御霊」と呼ばれる、罪に勝つきよい思いとが共存しています。ですから私たちは、「御霊によって歩みなさい。そうすれば、肉の欲望を満たすことは決してありません」（ガラテヤ5:16）の約束に従って、神様の助けによって、肉に打ち勝っていきます。
 
	標識で立ち止まらないで

そんな信仰生涯で私たちは、「この人のようになりたい」とか、「ああ、こういう人になればよいのか」と思わされるような信仰者との出会いをします。そして、その人のように祈り、その人のような生活をし、一生懸命その人の真似をするようになります。それ自体はすばらしいことです。そんな人に出会えることは神様からの賜物です。パウロは「私のようになってください」（ガラテヤ4:12）と言いますし、「指導者たち…の信仰に倣いなさい」（ヘブル13:7）とも書かれています。私たちはだれでも模範が必要ですし、もっと主に喜ばれるクリスチャンになりたい、と前進するモチベーションとなる人物は大切です。
しかし、その人を達すべき目標にしてしまうのはどうでしょう。冒頭のディズニーランドへの標識を目標とした家族と変わらないのです。あなたがその人のようなクリスチャンになれたとして、そこでキャッキャと喜んでいたら、きっとイエス様はこうおっしゃることでしょう。「きよめはまだまだ先ですよ。ここはあなたがたが目指すゴールではありません。目指すなら標識ではなく、本物を目指しましょう。」
 
	目指すはキリスト一択

本物とは何でしょう。標識を越えた、本当のゴール、目指すべき到着地とは。それは、「キリストが清い方であるように、自分を清くします」とあるように、イエス様です。「あなたがたのうちにキリストが形造られるまで」（ガラテヤ4:19）とあるように、私たちが目指すべき姿は、イエス様の心やさしさ、イエス様の愛、イエス様の勇気、イエス様の真実さ、イエス様のきよさなのです。そのお姿は、聖書と説教の中にあふれています。私たちの肉の努力によってきよめは完成しません。聖書を信仰をもって読み、説教を信仰をもって聞き、みこころに従っていくとき、聖霊が働いて、人はキリストに似せて変えられていくのです。
イエス様に似ていく、それは、エデンで壊れてしまった神様に似せて造られた本当の人間性が修復され、治り、完全な人間の姿へと癒やされていくという、うれしく、美しいことです。
「鼻で息をする人間をたよりにするな」（イザヤ2:22）とあるように、どんなにすばらしい人も完璧な模範にはなり得ません。真似するのもいいですし、影響を受けるのもよいことですが、それはまだ目的地ではなく、標識に過ぎないのです。あなたの、私たちの目的地はイエス様です。聖化とはキリスト化なのですから。完成者であるイエス様を目指してまいりましょう。
 
【ひとこと】
かつて日本基督教団の銀座教会を牧された渡辺善太という牧師が、人から尊敬される、いわゆる「偉い人」のことを、「自己完結型」の立派な人と呼びました。そして、自己完結型ほど、短所が明らかになる時、人をつまずかせやすいと語られました。しかし立派ではなくても、何か、その人を超えたものを指し示す「自己超越型」の人は、人をつまずかせず、その短所ゆえに、逆にキリストが鮮やかに示され、人を導くことがあると、先生は教えられました。私たちが指し示すのも、また、目指すのも、立派な自分や、立派な誰かであれば、そのうちだれかをつまずかせてしまうかもしれません。私たちは、宣教の愚かさを通してキリストを鮮やかに指差し、私たち自身もキリストを目指していく者であり続けましょう。
 
【もっと深く知りたい方へ】
ピリピ2:3-8、Ⅰヨハネ2:28、Ⅰヨハネ3:1-10
 
15.　愛に満ちた奉仕の生涯
たとえ私が持っている物のすべてを分け与えても、たとえ私のからだを引き渡して誇ることになっても、愛がなければ、何の役にも立ちません。
コリント人への手紙 第一　13章3節
 
 
	聖化のまとめ

イエス様を信じると私たちの聖化がスタートする、と学びました。それは、「聖」と呼ばれる、恐れを覚えるほどの神様の特別さを知り、私たち自身も世とは違う、聖別の者、特別な人となるからでした。
この聖化の旅の途中には、聖書と聖霊の力によって大きく力強く変えられる、瞬間的な体験が用意されています。ノンクリスチャンからクリスチャンへと変わるのではありません。クリスチャンが、その体験を通して、より成熟したクリスチャンへと変わるのです。そして、聖化しながら教会はみんなで進んでいきます。罪を悔い改めつつ、主のご愛を受けて、主の似姿へと成長していくのです。それが、これまでお知らせしてきた内容です。
 
	きよめは人生を変える

￼[image: グループ 図 109 テキスト ボックス 110]このきよめは人生を変えてくれます。意味を見出せなかった人生に、生きる目的を与えてくれるのです。私の友人のウィリー・ラグランドさんは、私が初めてお会いしたとき、生まれつきの赤血球の病気で、自分は長く生きることはできないのだと教えてくれました。私は、最初はアメリカ人の大げさな表現だろうと思っていたのですが、彼はその後、若くして天に召されていきました。
彼が、その最初の出会いで話してくれたことはもうひとつありました。かつて、自分はクリスチャンでありながら実に怠惰な人生を送っていた。しかし、聖霊が自分に臨んだとき、自分は変えられたのだ、と。彼が書いた『ファイア』という曲があるのですが、その歌詞が彼の体験を語っていたことに、そのとき私は初めて気づきました。その歌詞の一部を紹介します。
 
聖霊が私に臨んだとき、どんな感じだったか話をしよう。
声を出して、走り回りたくなるような気持ちで、
だれかに伝えずにはいられなかった。
主が私をすみずみまで洗いきよめてくださったのだ。
私のことを救って、新しくしてくださったのだから！
 
	愛に満ちた奉仕

彼はそれまで、豊かな音楽の賜物を持ちながら、主のために何かをするということがほとんどありませんでした。しかし、その聖霊の愛を受けてうれしくなり、曲を書き始め、真剣に賛美に取り組んでいくのです。47年という短い生涯でしたが、しかし彼は、TPWというゴスペルクワイアの9割ほどの曲を書くに至り、多くの人が彼の曲とそのミニストリーを通して救われることになったのでした。私の妻もその1人です。
私たちがきよめられていけばいくほど、私たちはもっと自分が何者であるかを知るのです。それと同時に、イエス様がそんな私たちを深く大好きでいてくださっていることが、もっとわかるようになります。その神の愛に触れて、私たちは愛に満ちた奉仕の生涯を送るのです。いやいや奉仕するのでは…ありませんね。ビクビクしながら神様の目を気にして奉仕するのでもありません。「イエス様、私はあなたのそばにいたいです。」そうイエス様を愛する思いが、主の役に立ちたいと思わせてくれるのです。
 
	人生の意味と目的をくれるきよめ

きよめってすばらしいことです。私たちのうちにご聖霊が働けば、もっと私たちはきよくされます。もっときよくされると、もっと明るく輝き、もっと深く主を愛するようになり、あなたのこの地上の生涯はより意義深いものへと変えられていくのです。
主はあなたに賜物をお与えになりました。それを認めましょう。そして、それが何なのか、見つけてみましょう。主は何かをあなたにしてほしいと願っておられるのです。それは何でしょう。そして、あなたは深い部分で、聖霊にあって、何かを主のためにしたいと思っておられます。それが何かを知り、その召しに素直になろうではありませんか。
 
【ひとこと】
私の姉は、賛美の奉仕にハープを奏でることがあるのですが、人前で演奏をするのに緊張してしまうことがあったようです。本人曰く、聞く人が嫌な思いをしないかな、と思っていたとのこと。しかし、ある日詩篇のメッセージを教会で聞いて、どんな賛美であっても、私たちがささげる精一杯の賛美で十分なのだ、とわかったそうです。神様はご自身だけで100%。ですから、私たちの奉仕はどんなにすばらしいものであっても、どんなに失敗であったとしても、その100%にプラスされるだけ。奉仕はどんなものであっても神様はすでに十分なのだから、安心して奉仕をしよう、そう思ったとのことでした。あなたもどうか、失敗や人の声をあまり気にせず、イエス様が大好きだから、と愛に満ちた奉仕を続けていきましょう！
 
【もっと深く知りたい方へ】
マルコ1:8、ヨハネ20:22、使徒1:8、使徒19:6
 
 

第4部
そして聖化は栄化へ
16.　栄化
終わりのラッパとともに、たちまち、一瞬のうちに変えられます。ラッパが鳴ると、死者は朽ちないものによみがえり、私たちは変えられるのです。
（コリント人への手紙 第一 15章52節）
 
 
	どちらがイエス様ですか？

天国に行くと、御使いがあなたを見て「あれ？」という顔をし、イエス様を見て、またあなたを見て、「失礼ですが、どちらがイエス様ですか？」と問うかもしれませんね、とアメリカの牧師が冗談を交えつつ話されていました。もちろん、そんなことはないでしょう。しかし、今の私たちからは想像もできない姿に将来私たちが変えられることを、心から喜んでいたいと思います。欠けも不足も、失敗も弱さも…主の栄光を願っていながら思うようにならないこと全部、神様は栄化させてくださるのです！
 
	きよめの人生の最終地点は栄光の姿

これまで13回にわたって聖化について学んできましたが、きよめに向かって成長する私たちの最終地点は、「栄化」と呼ばれる出来事を経て与えられる、栄光の姿なのです。「いのちに至る門はなんと狭く、その道もなんと細いことでしょう。」（マタイ7:14）
聖化のプロセスは長く、時につらいこともあります。成長できない自分を発見して不安に思ってしまったり、ため息をついたりすることもあるでしょう。しかし、あきらめずに前進しつづけましょう。欠けのない聖なる人になりたい、という願いは、必ず叶えられます。Ⅱコリント3:18には、「私たちはみな…栄光から栄光へと、主と同じかたちに姿を変えられていきます」とあります。召されて私たちがイエス様のもとに行くか、あるいはイエス様が再臨で来てくださると、私たちは主の御姿を見、イエス様の完全なお姿に似た者へと、一瞬のうちに変化するのです。
 
	もう壊れない 〜からだは朽ちないものに〜

イエス様に似て栄化する、その変化のひとつは肉体に現れます。この地上では、私たちの肌はつやを失い、髪は白くなり、目も歯も弱くなり、筋力も衰えます。心臓も肺も血管も、これから健康のピークを迎えるということはなくなっていきます。事故や手術などによってからだの一部を失ったり、思いどおりに動かせなくなったりすることもあるかもしれません。また、脳も記憶力が以前のようではなくなったり、あるいは脳内物質の伝達や分泌が変わってしまって、精神的な面と行動に影響を及ぼしたりすることだってあるのです。
ところが、再臨とともに栄化が起こると、精神は病むことのないシャローム（平安）で満たされます。また、「この朽ちるべきものが、朽ちないものを必ず着ることになり、この死ぬべきものが、死なないものを必ず着ることになる」（Iコリント15:53）とあるように、私たちのからだも、衰えていかないからだへと変えられるのです。
 
	もう苦しくない 〜霊は罪のないものに〜

しかし、何より驚くべきことは、私たちとこの世界から、罪の影響が消えてしまうことなのです。だれかの罪によって与えられた苦しみが、あなたになかったでしょうか。また、つらさ、生きづらさ、息苦しさ、強欲に満ちた世界のシステムは消えてなくなり、平和と愛に満ちた世界があなたを包んでくれるようになります。
その天国で、あなたはクリスチャンたちを見ますが、「ほう、教会にいたときは、あの人はあんなふうだったのに、栄化されて罪がなくなったのか。すごい変わりようだな」なんてことを驚くのではありません。人からではなく、あなた自身から罪がなくなっている。このことが、あなたを驚かせるのです。私たちを苦しめた、神様に逆らおうとする肉や、神様のご計画を疑う不信仰、神様のみこころを憎み、自分の感情を第一とする人間の弱さは消えていき、永遠に続く幸せと喜びと平安が私たちを満たしてくれるのです。
 
	たとえ今がつらくても

あなたのからだや心がこの地上で傷つき、もう元に戻らないと嘆く日があったとしても、また、失敗をしてやり直しがきかないと絶望したとしても、「キリストは…私たちの卑しいからだを、ご自分の栄光に輝くからだと同じ姿に変えてくださいます。」（ピリピ3:21）あなたは、想像を超えた完璧な姿をもつ、罪のない人になることができるのです。ですから、たとえ今がつらくても、将来を楽しみにしていましょう。栄化があります！ そして、安心し、感謝しつつ、愛に満ちて歩んでまいりましょう。
 
【ひとこと】
信仰を持たずに召された親しい人を思うと、主のさばきがあることに私たちは複雑な思いを抱きます。眠れないほどに悩む方もあるかもしれません。私はそれでいいと思います。救いを永遠に失うというのは、それほどの重大なことのですから。
しかし、ある牧師は、栄化されたときに初めて、私たちは信仰を持たずに召された友のことを悩む日が終わる、と言いました。それは、罪が消えて、神のなさる全てが正しいことであると受け入れられるようになり、主のさばきさえ、心から良いことであると理解し、本当の意味で喜ぶことができるようになるからなのです。
人の魂の救いについて真剣になればなるほど、この地上では悩みが起こります。しかし、天では、悩みは平安に必ず変わります。それを信じていきましょう。
 
【もっと深く知りたい方へ】
Ⅱコリント5:1-9、ユダ24-25、黙示録22:3-4、黙示録22:11 
おわりに
以前、このような内容の文章を読んでドキッとしました。
FacebookというSNSが登場したころ、Facebookで登録する「友だち」は家族や本当に親しい友人だった。しかしいつの間にか、古い知り合いや、仕事上の付き合いだけの人、ついには一度も会ったことのない知らない人まで、「友だち」として登録するようになった。そしていつしか、友だちについて語るときに、Facebook友だちでなく、「本当の友だち」ということばを使うようになった。友だちに「本当の」なんてことばをつけることになるなんて。
友だちの範囲を広げ、その意味を薄めた結果、友だちでない人まで友だちと呼ぶようになったので、「本当の友だち」ということばが登場した。実は、この文章でドキッとさせられたのは、この後にこのアメリカ人の著者が書いたことばだったのです。「今、私たちは『本当のクリスチャン』ということばを使うようになってしまっている。」
私たちクリスチャンは、イエス様を信じる信仰によって救われました。しかし、その信仰は必ず神様への愛の行動と聖化の実を結んでいくものなのです。この本を読んで聖化がわかる、それがゴールではありません。聖なる主は、愛なる主。今いちど、あなたを愛して死に、そしてよみがえって勝利した主イエス様を大好きになって、誇りに思い、思いきり、きよい道を大胆に進んでいきましょう。本当じゃないクリスチャンなんて日本にはいませんから！ そんな熱い気持ちをもって、主の力に頼りつつ、これからも旅を続けてまいりましょう。
 
 
このテキストは、2019年8月から2020年12月までの
『一麦教会 祈りのテキスト』に掲載された文章を
加筆・再編集したものです。
 
 
本書のみことばは、原則として以下から引用しています。
聖書　新改訳2017  新日本聖書刊行会
 
 
 
 
 
「あなたはきよい」と言われても、
「え、それなに？」と思っちゃう
あなたのための本
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